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去
る
二
月
一
日
に
教
化
部
地

元
の
町
内
会
主
催
の
講
演
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
宗
教
者
と
し

て
関
心
の
あ
る
〝
廃
仏
毀
釈

は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

〟
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

廃
仏
毀
釈
と
は
、
仏
教
を
廃

し
釈
迦
の
教
え
を
棄
却
す
る
こ

と
で
、
明
治
政
府
の
神
道
国
教

化
政
策
に
基
づ
い
て
起
こ
っ
た

仏
教
の
排
斥
運
動
を
指
し
ま
す
。

講
師
の
話
で
は
、
松
本
は
藩
主

（
戸
田
光
則
）
に
よ
っ
て
廃
仏

毀
釈
が
厳
し
く
行
わ
れ
た
地
域

だ
そ
う
で
す
。
明
治
三
年
、
藩

主
は
、
各
寺
院
の
僧
侶
に
、
廃

寺
帰
農
を
強
く
奨
め
ま
し
た
が
、

中
に
は
抵
抗
す
る
僧
侶
も
い
ま

し
た
。
役
人
が
、
改
宗
を
拒
否

す
る
僧
侶
に
対
し
て
、
「
地
獄

極
楽
と
い
う
も
の
が
こ
の
世
に

あ
る
な
ら
出
し
て
見
せ
よ
」
と

迫
り
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の
僧

侶
は
、
白
装
束
に
着
替
え
て
三

宝
に
短
刀
を
乗
せ
、
「
地
獄
も

極
楽
も
こ
の
世
に
は
な
い
。
貴

官
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
」
（
一

緒
に
自
害
す
れ
ば
極
楽
か
地
獄

が
分
か
る
と
い
う
意
）
と
応
酬

し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

廃
仏
毀
釈
の
歴
史
を
知
る
に
つ

け
、
日
本
国
憲
法
で
、
「
信
仰

の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
と
思
う

の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
安
倍
政
治
を
継

承
し
、
経
済
発
展
至
上
主
義
の

政
策
と
軍
事
力
増
強
な
ど
を
強

行
し
よ
う
と
す
る
高
市
政
権
が

衆
議
院
選
挙
で
圧
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
総
裁
・
谷
口

雅
宣
先
生
は
、Facebook

の
二

月
十
日
の
投
稿
【
マ
イ
ナ
ス
９

度
で
考
え
る
】
で
、
次
の
よ
う

に
お
書
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
前
略
）
そ
こ
で
生
長
の
家
は

ど
う
す
る
か
、
で
あ
る
。
私
た

ち
も
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
則
っ

て
、
反
対
す
べ
き
政
策
に
は
こ

れ
か
ら
も
反
対
す
る
ほ
か
は
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
家
製
の
銃

を
撃
っ
て
反
対
す
る
の
で
は
な

く
、
言
論
と
合
法
的
行
動
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
主
張
を
明
確
に
、

繰
り
返
し
社
会
に
提
示
し
て
い

こ
う
で
は
な
い
か
。

今
年
の
生
長
の
家
の
日
訓
の

「
９
日
」
の
言
葉
に
は
、
こ
う

あ
る
ー
ー

「
倒
れ
る
と
い
う
こ
と
も
前
進

で
あ
る
」
（
引
用
終
わ
り
）

高
市
政
権
は
、
国
家
権
力
を

縛
る
憲
法
を
権
力
側
に
と
っ
て

都
合
の
よ
い
よ
う
に
改
正
を
ね

ら
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の

動
き
を
注
視
し
、
私
た
ち
の
主

張
を
し
っ
か
り
と
社
会
に
提
示

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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あなたの愛で

自然を守ろう

大自然の恩恵に

感謝しましょう

祝日には

国旗を掲げて

奉祝しましょう！

１

〝
信
仰
の
自
由
〟
の

あ
り
が
た
さ
を
噛
み
し
め
る

教
化
部
長

山
岡

睦
治

紙
媒
体
の
『
し
ら
か
ば
』
三
月
号
に
は
、
本
枠

内
に
総
裁
・
谷
口
雅
宣
先
生
の
新
刊
書
『
二
百
字

日
記
２
』
よ
り
３
月
12
日
の
日
記
文
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
際
本
部
か
ら
の
著
作
権

に
関
す
る
指
導
に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
媒
体
で
の
先
生

の
ご
文
章
の
掲
載
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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病
は
気
か
ら
と
聞
い
て
体
力
・

気
力
は
、
ま
だ
ま
だ
と
思
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
若
い

時
か
ら
体
を
動
か
す
事
が
好
き

で
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
四
二
・
一

九
五km

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
が

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
切
り

替
え
て
あ
ち
こ
ち
出
歩
い
て
い

ま
す
。
季
節
も
進
み
、
北
信
濃

の
紅
葉
が
、
ほ
ん
と
に
綺
麗
で

す
。ラ

ー
ド
と
ス
ト
レ
ス
は
溜
め

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
大
自
然
の

中
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る

と
、
本
当
に
癒
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
十
一
月
十
二
日
・
記
）

２

待
春
や
一
番
電
車
の
音

近
く

黃
を
放
ち
絵
ご
こ
ろ
誘
う

福
寿
草

倭

啓
蟄
に
畑
に
い
で
て
土

拝
む

彼
岸
き
て
土
や
わ
ら
め
る

墓
地
の
径

洋
子

遠
来
の
白
鳥
入
り
て
鴨
遊

ぶカ
ー
テ
ン
を
シ
ャ
ー
と
開

く
音
の
春

連
山

※
随
時
、
皆
様
か
ら
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

投
稿
は
編
集
部
宛)

正
月
に
曽
孫
誕
生
う
れ
し
か
り

九
十
二
才
の
命
つ
な
が
り村

田

雪
子

大
寒
に
ほ
う
れ
ん
草
一
つ
か
み

日
毎
に
と
れ
る
心
充
ち
足
り

村
田

雪
子

軒
下
に
蒔
き
た
る
餌
に
雀
群
れ

居
間
の
内
よ
り
夫
の
見
て
を
り

太
田
喜
榮
子

暖
か
き
日
差
し
の
中
を
リ
ハ
ビ
リ
と

歩
む
息
子
に
我
も
続
け
り太

田
喜
榮
子

織
り
機
に
五
百
本
予
の
糸
を
掛
け

よ
う
や
く
織
れ
る
と
今
宵
安
堵
す

牛
山
よ
し
み

庭
先
き
に
咲
く
福
寿
草
あ
る
時
は

土
埃
に
今
朝
は
積
む
雪
の
下

牛
山
よ
し
み

卒
業
の
季
節
巡
り
て
思
い
出
ず

い

節
目
と
な
り
し
あ
の
時
そ
の
時

斉
藤

洋
子

彼
岸
き
て
西
日
さ
し
入
る
玄
関
に

明
る
さ
み
ち
て
な
ご
み
た
だ
よ
う

斉
藤

洋
子

※
随
時
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

編
集
部)

相愛会

健
康
に
つ
い
て

北
信
濃
相
愛
会

藤
沢

道
雄

教化部奉納品

お 茶 野々口今日子

お 菓 子 豊田 弘美

花 平島かづ枝

し き み 平島かづ枝

り ん ご 塚原 好男

ピ ザ 塚原 春奈

（敬称略）

二月度先祖供養祭お供物料

山岡 睦治 小松 智子

手塚香おる 丸山 仁子

鈴木 厚子 平谷美佐子

折橋 政市

（敬称略）

奉 納 御 礼

◇ご奉納ありがとう
ございました。
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問

札
所
巡
り
の
経
緯
は
？

山
岡

観
世
音
菩
薩
は
生
長
の

家
の
礼
拝
の
本
尊
と
さ
れ
て
い

て
、
長
野
県
教
化
部
に
は
、
荘

厳
な
聖
観
音
菩
薩
像
が
安
置
さ

れ
、
「
神
護
祈
願
」
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
。
県
下
に
は
観
世

音
菩
薩
像
を
安
置
す
る
寺
院
が

数
多
く
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
「
信
濃
三
十
三
観
音
札
所

巡
り
」
と
い
う
巡
礼
文
化
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
発
案
さ
れ
ま
し
た
。

問

今
回
の
巡
礼
が
運
動
方
針

に
あ
る
「
居
住
地
域
の
自
然
と

文
化
遺
産
の
豊
か
さ
を
見
直
す

活
動
」
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

山
岡

そ
の
通
り
で
す
。

問

巡
礼
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

山
岡

ま
ず
、
観
世
音
菩
薩
と

は
何
か
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま

す
。
「
観
世
音
菩
薩
と
は
、
宇

宙
に
満
つ
る
大
慈
悲
で
あ
り
妙

智
力
で
あ
り
、
〝
心
の
法
則
〟

あ
る
」
こ
と
、
一
切
衆
生
の
心

の
音
を
観
じ
給
い
て
三
十
三
身

ひ
び
き

に
身
を
変
じ
て
わ
れ
わ
れ
を
救

い
給
う
こ
と
な
ど
で
す
。

種
々
の
祈
願
が
で
き
る
こ
と
。

巡
礼
す
る
会
員
の
個
々
の
祈
願

を
は
じ
め
、
「
神
護
祈
願
」
、

そ
し
て
長
野
県
光
明
化
と
地
球

社
会
へ
の
貢
献
活
動
の
着
実
な

進
展
と
世
界
平
和
実
現
を
祈
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問

巡
礼
の
仕
方
は
？

山
岡

こ
の
巡
礼
は
、
一
人
が

三
十
三
カ
寺
を
巡
礼
す
る
の
で

は
な
く
、
会
員
が
手
分
け
を
し

て
地
元
の
寺
院
を
お
参
り
す
る

も
の
で
す
。
自
分
は
ど
こ
の
寺

院
を
お
参
り
す
れ
ば
よ
い
か
は
、

白
鳩
会
は
地
区
連
会
長
ま
た
は

長
谷
尾
美
眞
貴
事
務
局
長
、
相

愛
会
は
山
下
俊
幸
事
務
担
当
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

巡
礼
開
始
は
い
つ
か
ら
？

山
岡

「
発
願
の
御
祭
」
を
執

ほ
つ
が
ん

り
行
う
信
濃
一
日
見
真
会
（
三

月
二
十
二
日
・
日
）
以
後
に
巡

礼
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

問

順
番
に
回
る
必
要
は
？

山
岡

あ
り
ま
せ
ん
。
何
番
札

所
か
ら
で
も
結
構
で
す
。
但
し
、

客
番
の
善
光
寺
、
北
向
観
音
堂

（
上
田
市
）
は
、
三
十
三
札
所

を
回
り
終
え
た
の
ち
に
お
礼
参

り
を
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
お
参
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
巡
礼
の
具
体
的
な
手
順
】

１
．
代
表
者
の
方
は
、
参
拝
す

る
札
所
の
連
絡
先
に
電
話
を
し

て
、
御
朱
印
を
い
た
だ
く
場
所

を
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
納
札
：
巡
礼
者
の
氏
名
と
願

い
事
（
個
人
の
祈
願
と
世
界
平

和
な
ど
の
運
動
の
祈
願
）
を
書

い
た
「
納
め
札
」
を
所
定
の
箱

に
収
め
ま
す
。

②
読
経
：
お
賽
銭
を
納
め
（
金

額
は
随
意
）
、
合
掌
一
礼
し
て

観
世
音
菩
薩
讃
歌
の
「
観
世
音

菩
薩
を
称
う
る
祈
り
」
を
読
誦

し
ま
す
。

③
納
経
：
浄
書
し
た
写
経
（
新

発
売
の
『
一
切
存
在
一
体
箋
』

一
枚
に
「
南
無
観
世
音
菩
薩
」

な
ど
の
言
葉
を
書
い
た
も
の
）

を
札
所
に
納
め
ま
す
。

④
御
朱
印
：
納
経
す
る
と
御
朱

印
を
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

写
経
を
納
め
な
く
て
も
納
経
料

を
納
め
る
こ
と
で
、
御
朱
印
を

い
た
だ
け
ま
す
。
（
納
経
料
は

五
百
円
前
後
）

２
．
巡
礼
し
た
寺
院
で
他
に
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

①
寺
院
を
背
景
に
巡
礼
者
の
記

念
写
真
（
必
須
）

②
寺
院
（
観
音
像
）
の
由
来
記

等
の
冊
子
の
入
手
（
任
意
）

④
寺
院
等
で
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
、

俳
句
な
ど
の
作
品
（
任
意
）

３
．
御
朱
印
の
台
紙
は
、
専
用

の
和
紙
を
配
布
し
ま
す
。
こ
れ

に
閉
じ
穴
を
右
に
し
て
押
し
て

も
ら
い
、
裏
面
は
白
の
ま
ま
。

最
終
的
に
、
一
番
札
所
か
ら

三
十
三
番
札
所
の
御
朱
印
（
台

紙
）
を
順
に
並
べ
て
一
冊
の
御

朱
印
帳
に
綴
じ
ま
す
。
そ
の
後
、

善
光
寺
、
北
向
観
音
堂
に
代
表

者
ら
が
お
礼
参
り
を
し
ま
す
。

最
後
は
、
結
願
の
御
祭
（
本

け
ち
が
ん

年
十
二
月
十
八
日
を
予
定
）
を

執
り
行
い
、
聖
観
世
音
菩
薩
像

の
御
前
に
御
朱
印
帳
を
安
置
し
、

結
願
を
報
告
し
ま
す
。

★
次
の
方
々
の
「
聖
魂
」
が
新
た

に
生
長
の
家
総
本
山
龍
宮
住
吉
本

宮
の
宝
筐
に
奉
安
さ
れ
、
生
長
の

家
の
大
神
よ
り
永
遠
の
祝
福
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

護
持
会
員
（
新
規･

復
活･

敬
称
略
）

松
本
中
央

一
名

須
坂
中
野

一
名

常
念

一
名

幸
福
へ
の
近
道
は

神
さ
ま
と
つ
な
が

る
聖
使
命
会
員
に
！

什
一
会
員
（
新
規
・
敬
称
略
）

佐
久

一
名

什
一
会
員
（
新
規
）

和
み

一
名

祝

お
誕
生

「
信
濃
三
十
三
観
音

札
所
巡
り
」
の
解
説

文
：
山
岡
睦
治

御
朱
印
帳
の
表
紙

は
木
彫
の
観
音
像

（
斉
藤
健
一
氏
作
）
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二
〇
二
五
年
度
（
令
和
七
年
度
）
の

社
会
貢
献
活
動
実
績
と
御
礼
①

令
和
七
年
度
に
「
信
州
地
域
社
会
貢
献
部
」
へ
報
告
さ
れ
た
社
会
貢
献
活
動
（
フ
ー
ド
バ
ン

ク
・
子
ど
も
食
堂
等
へ
の
協
力
、
地
域
清
掃
な
ど
）
の
実
績
を
掲
載
さ
せ
て
頂
く
と
と
も
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
※
４
面
・
５
面
に
掲
載
）

↑
５
面
へ



令和8年(西暦2026年) 3月１日(毎月１日)発行 し ら か ば (688)5

二
〇
二
五
年
度
（
令
和
七
年
度
）

社
会
貢
献
活
動
実
績
と
御
礼
②

こ
の
他
、
北
信
の
和
み
支
部
の
方
々
の
協
力
で
、
（
社
）
長
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
よ
り
、
寄
付
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
支
援
に
対
す
る
礼
状
を
頂
き
ま
し
た
。

◇
令
和
六
年
度
及
び
令
和
七

年
度
中
に
、
教
化
部
へ
の
献

資
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
心
よ
り

感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

令
和
六
年
度
献
資
者

石
井
弘
子

手
塚
真
弓

渡
邉
正
明

関
崎
三
重
子

野
沢
貴
広

清
水
昭
子

丹
野
光
子

手
塚
真
弓

小
椋
博
子

村
田
雪
子

宮
原
重
美

令
和
七
年
度
高
額
献
資
者

（
一
〇
〇
万
円
以
上
）

匿
名

一
名

令
和
七
年
度
献
資
者

手
塚
真
弓

山
岡
睦
治

工
藤
洋

猪
俣
知
子

江
川･

ア
ラ
シ･

日
出
美

大
槻
溢
子

濵
洋
子

世
界
聖
典
普
及
協
会

村
田
雪
子

教
化
部
献
資
者
御
礼

（
令
和
六
年
度
・
令
和
七
年
度
）
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見真会の主な内容（予定）

ほか

※詳細はライン等で別途お知らせします。

３月２２日（日）開会10:00～
会 場 生長の家長野県教化部

信濃一日見真会
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